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最初に は、 演題 を 「民俗学より 見た る大嘗 祭」 として 

見た が、 其で は、 大嘗 祭が 軽い 意義に なり はせ ぬか、 

と 心配して、 其で 「大嘗 祭の 本義」 とした。 

題目が 甚、 神道 家ら しく、 何 か 神道の 宣伝め いた 様な 

きら ひが あるが、 実は 今までの 神道 家の 考へ 方で は、 

大嘗祭 はよ く訣ら ぬ。 民俗学の 立場から、 此を 明らか 

にして 見たい。 

此処で 申して 置かねば ならぬ の は、 私の 話が、 或は 不 

謹慎の 様に 受け取られる 部分が あるか も 知れない、 と 



いふ 事で ある。 だが、 話 は 明白に せぬ と 何も 訣ら ぬ。 

話 を 明白に する のが、 却って 其 を 慕 ふ 事に もな リ、 ほ 

ん とうの 愛情が 表れる 事に もなる。 或は、 吾々 祖先の 

生活 上の 陰 事、 ひいては、 古代の 宮廷の 陰 事 を も 外へ 

出す 様になる かも 知れぬ が、 其が 却って、 国の 古さ- 

家の 古さ をし のぶ 事になる。 単なる 末梢的な 事で、 憤 

慨 する 様な 事の ない 様に して 頂き 度い。 国家 を 愛し、 

宫廷を 敬 ふ 熱情に 於て は、 私 は 人に まけぬ つもりで あ 

る。 

二 



まづ 「にへ まつり」 の 事から 話して 見る。 「にへ」 は、 

神 又は 天皇陛下の 召し 上り 物、 とい ふ 事で ある。 調理 

した 食物の 事 をい ふので、 「いけに へ」 と はちが ふ。 

ィケ 二へ ナマ 

生贄と は、 生の ま、 で 置いて、 何時でも 奉る 事の 出来 

る 様に、 生けて ある 贄の 事で ある。 動物、 植物 を 通じ 

t ーヽ ヽ o 

ナマ 

只今の 神道 家で は、 にへ といへば、 生な もの を も 含め 

て 言 ふが、 とい ふ 以上 は、 調理した もの を 言 ふの 

である。 御意の 儘に、 何時でも 調理して 差し上げます、 

といって、 お 目に かけて おくのが、 生贄 である。 ほん 



とうは 食べられる 物 を 差し上げる のが、 当り前で ある _ 

生物 を 差し上げ るの は、 本式で はない。 この 贄の事 か 

ら 出発して、 大嘗 祭の 話に 這 入りたい。 

大嘗祭 は、 古く はお ほむべ まつりと 言うて 居る。 お ほ 

^即、 大嘗に 就て は、 次の 新嘗. 大嘗 の処で 話す 事 

にして、 此処で は、 まづ まつりの 語源 を 調べ て 見る 事 

にす る。 此 まつりと いふ 語が よく 訣ら ぬと、 上代の 文 

献を 見ても、 解決の つかぬ 事が 多い。 

まつりごとと は、 政と いふ 事で はなく、 朝廷の 公事 全 

体 を 斥し て 言 ふ。 壁 II へ ば、 食 国政 • 御命購 政な ど 、 言 

チヤ クダ 

ふし、 平安朝に なっても、 検非違使 庁の 着駄の 政な ど 



いふ 例 も ある。 着駄 とい ふの は、 首枷 を 著け る義 で、 

謂 は >、 庁の 行事 始めと 言った 形の ものである。 とも 

かく も、 まつり. まつりごと は、 其 用語 例から 見る と 

シキタ 

昔から 為来り ある 行事、 とい ふ 意味に 用 ゐられ て 居る _ 

私 は、 まつる. またす とい ふ 言葉 は、 対句 をな して 居 

て、 自ら 為る 事 を ま つると 謂 ひ、 人 をして 為さし むる 

事 をば、 またす と 謂 ふので あると 見て 居る。 日本 紀を 

見ても、 遣 又は 令と いふ 字 を またす と訓 ませて 居る。 

一 体、 まつる とい ふ 語に は、 服従の 意味が ある。 

らふ も 同様で ある。 上の 者の 命令 通りに 執り行 ふこと 

がまつ るで、 人 をして やらせる の を またす とい ふ。 人 



ま をす と は、 上の 者が 理会 をして 呉れる 様に、 為 向け 

る 事で あり、 又 衷情 を訴 へて、 上の 者に、 理 会と 同情 

と をして 貰 ひ、 自分の 願 ひ を、 相手に 容れて 貰 ふ 事で 

ある。 こ ひま をす (申請) などい ふ 語 も、 此処から 出 

て 来たの だ。 此 様に、 大体に 於て は 「申す」 と 「まつ 

る」 と は、 意義 は 違 ふが、 内容に 於て、 似通った 所が 

ある。 此点は 又、 後に 言 ふ 事に する。 

日本の 天子 様 は、 太古から どうい ふ 意味で、 尊 位に あ 



本紀 とで は、 おなじ 様な 話に 用ゐら れてゐ る、 おなじ 

言葉で も、 其 意味 は異 つて 来て 居る。 時代 を 経る 事が 

永く、 語り 伝へ る 人 も 亦、 多かった ので、 かう した 事 

実が あるので ある。 

さて、 食 国 を まつる 事が 天子 様の 本来の 職務で、 それ 

を 命令した の は、 天つ 神で ある。 古事記. 日本 紀 では、 

此神を 天照大神 として 居る。 此点 は、 歴史上の 事実と 

信仰 上の 事実と が、 矛盾して 居る。 歴史上で は、 幾 代 

もの 永い 間、 天子 様 は 一系で 治めて いらっしゃる。 信 

仰 上で は、 昔 も 今 も 同様で、 天つ 神の 代理者と して、 

此 土地 を 治めて おいでになる。 此 土地 を 御 自分の 領土 



が、 まつる とい ふ 事で、 又 食 国の まつりごと である。 

私 は、 祭政一致と いふ 事 は、 まつりごとが 先で、 其 ¥ 

つり ごとの 結果の 報告 祭が 、 まつりで あると 考 へて 居 

る。 祭り は、 第二義 的な ものである。 神 又は 天子 様の 

仰せ を 伝へ る 事が、 第一義で ある。 処が、 天子 様 は、 

天つ 神の 詞を 伝へ るし、 又 天子 様のお 詞を 伝へ 申す 人 

が ある。 そして 又、 此 天子 様の 代理者の 詞を 伝へ る 人 

が ある。 かう して 段々、 上から 下へ、 と 伝へ る 人が あ 

る。 此 天子 様のお 詞を 伝へ る 人 を まつりごと 人と いふ。 

日本 紀に は、 大夫. 宰 等の 文字が 宛て ゝ ある。 此大夫 

ゃ宰 は、 高い 位置の 官吏で はない のに、 何故 ま つ り) J 



と 人な どい ふ、 尊い 名称で 呼ばれる か。 此は、 前に 言 

うた 様に、 段々 下へ/ \ と 行く からで ある。 かう した 

人々 の 事 を、 御言 持と いふ。 此 意味で、 天子 様 も 御言 

持で ある。 即、 神の 詞を 伝達す る、 とい ふ 意味で ある。 

神の 代理 をす る 人 は、 神と 同様で、 威力 も 同様で ある。 

譬 へば、 神ながら の 道な どい ふ 語 は、 天子 様の 為さる ゝ 

事す ベて を、 斥して 言 ふので あって、 決して 神道と い 

ふ 事で はない。 天子 様 は、 神ながら の 方で、 神と 同様 

とい ふ 事で ある。 神ながら は、 信仰 上の 語であって、 

道徳上の 語で はない。 此 意味に 於て、 天子 様のお 言葉 

は、 即、 神の 御言 葉で ある。 日本の 昔の 信 W では、 み 



るの 意味 はない。 日本 紀の 古い 註 を 見る と、 に はな ひ 

とい ふ 事が 見えて 居る。 万葉集に も、 に ふなみ とい ふ 

言葉が あり、 其 他に へな みと 書かれた 処も ある。 

今でも、 庄内 地方の 百姓の 家で は、 秋の 末の 或 一 日 だ 

け、 庭で 緦を絢 ひ、 其が 済む と、 家に 這 入る。 此を行 

ふに は、 庭へ 竈 を 造って、 其 日 一日 は、 庭で 暮 すらし 

い。 日本 紀の 古註に 見える 庭な ひと 言 ふの は、 其で あ 

らう。 此事 は、 考 へて 見る と、 一種の 精進で、 禁慾 生 

活を 意味す るので ある。 だが、 庭で 繩を絢 ふから、 M 

^3 だとして はいけ ない。 此に は、 何 かの 意味が あつ 

て、 庭で 褪を掏 ふので あらう。 



に はな ひ • に ふなみ • に ひなめ • にへ なみ、 —— 此四 

つの 用語 例を考 へて 見る と、 UT.IM.Ty は、 贄 

と 同 語根で ある 事が 訣る。 此 四つの 言葉 は、 にへの い 

みとい ふこと で 「のい み」 とい ふこと が 「なめ」 とな 

つたので ある。 発音から 見ても、 極 近いので ある。 結 

局此 は、 五穀が 成熟した 後の、 贄 として 神に 奉る 時の、 

物忌み • 精進の 生活で ある 事 を 意味す るので あらう。 

新しく 生った もの を、 神に 進める 為の 物忌み、 と 言 ふ 

事になる ので ある。 神様の 召し 上り ものが、 であ 

る こと は、 前に も 言うた 通りで あるが、 同時に、 天子 

様の 召し 上り もの も 亦、 である。 さう すると、 新 



嘗の 大きな 行事で あるから、 大に ひなめ とい ひ、 それ 

からお ほんべ となった ことが 訣る。 

此大嘗 と 新嘗と は、 どちらが 先 か は 問題で あるが、 大 

嘗は、 新嘗の 大きな ものと いふ 意味ではなくて、 或は 

大は、 壮大なる • 神秘なる の 意味 を 表す 敬語 かも 知れ 

ぬ。 此方が 或は、 本義 かも 知れぬ。 普通に は、 大嘗は 

天皇 御 一代に 一度、 と考 へられて 居る が、 古代で はす 

ベて、 大嘗 であって、 新嘗. 大嘗の 区別 は、 無かった 

ので ある。 何故かと 言 ふと、 毎年 宮中で 行 はれる 事 は、 

尠くとも 御代 初めに、 行 はれる 事の 繰り返しに 過ぎな 

い、 とい ふ 古代の 信 w から 考 へられる ので ある。 御代 



やりて、 斎 ふ 此戸を 

新嘗の 夜の、 物忌みの 有様の 見えて 居る 歌で ある。 此 

歌な ど は、 もう 神の 来る 事が 忘れられて、 た V の 男女 

関係の 歌の やうに 見える が、 猶、 神が 来たと いふ 原義 

が 見えて 居る。 神の 来たの が、 愛人が 来る やうに 考へ 

られて 来たの だ。 ところが、 この 新嘗に 似た 行事が、 

まだ 他に も ある。 其 は 神嘗祭で ある。 そこで、 神嘗祭 

の 話に 移る。 



米 を 奉る ので あらう、 と 私は考 へて 居る。 

だが、 従来、 神 今 食と、 神嘗 と、 新嘗と は、 区別が 判 

然して 居ない。 私 は、 新米 を 奉る のと、 古米 を 奉る の 

との 違 ひで あらう、 と考 へて 居る。 何故かと 言 ふと、 

神 今 食の 直前に 行 はれる のに、 月次 祭が ある。 此は、 

六月と 十二月と に 行 はれる。 つまり、 一年 を 二つに 分 

けて、 行うた ので ある。 此事 は、 平安朝に 見えて 居る。 

この 月次 祭の 後、 直に、 つ > いて 行 はれる のが、 神 今 

食で ある。 月次 祭の 時 は、 日本中の 大きな 社の 神々 が、 

天子 様の 許に 集まって 来る。 その 集まって 来た 神々 に、 

天子 様が、 物 を 食べさせて、 おかへ し 申す のが、 神 今 



の 魂が ついて 居る。 魂の 内容 は、 富 • 寿命. 健康 等で 

ある。 諸国から 米 を 差し上げ るの は、 此 等の 魂 を 差し 

上げる 事になる 故に、 絶対 服従と いふ 事になる。 米の 

魂が 身に 入る と 強くな リ、 寿命が 延び、 富が 増す ので 

ある。 そして、 此魂 たる 米 を 差し上げる こと を、 みつ 

^とい ふ。 た、 V つぎと いふ 事 も ある。 

かう して、 諸国から 差し上げた 稲穂 を、 天子 様 は、 御 

メシア ガ かた 

自分で 召 食らぬ 先に、 上の 方で 居られる 処の 伊勢の 大 

神に 奉られる。 奉リ物 は、 料理した 御飯と、 料理せ な 

い 稲の 穂の ま、 の を 二通り、 は ざ 木に かけて、 差し 上 

げる。 此を かけ ぢ からと いふ。 かう して、 諸国から 到 



卯の 日に 行 はれる ので ある。 此時 は、 宮廷から 畿内の 

近辺の 大きな 社に、 稲穂 を 供へ る。 此が、 相嘗 祭で あ 

る。 又、 天子 様のお 血筋 や、 外戚の 陵墓に も 奉る。 此 

ノサキ 

を 荷 前と いふ。 

約言す ると、 地方から、 宮廷へ 奉る 処の 稲の 初穂 を、 

九月に 入って、 伊勢へ 奉る の を神嘗 とい ひ、 其 他の 神々 

又は、 大きな 社に 奉る の を 相 嘗と言 ひ、 陵墓に 奉る の 

ノサキ 

を 荷 前と 言 ふので ある。 何れも、 新嘗 祭と 前後して 行 

はれた ので ある。 本来 は、 神に 奉る の は 相 嘗と云 ひ、 

其 以下の 神で、 而も 天子 様の 尊敬す る 神、 又は、 天子 

様の 御 血 つ y きの 方に 差し上げ るの を 荷 前、 と言うた 



五 

私の 考へ では、 一 夜の 中に、 秋祭り • 冬 祭り • 春祭り 

が、 続いて 行 はれた ものであって、 歳の 窮 つた 日の 宵 

の 中に、 秋祭りが 行 はれ、 夜中に 冬 祭りが 行 はれ、 明 

け 方に 春祭りが 行 はれる ので ある。 

そして、 続いて、 初春の 行事が 行 はれる、 とい ふ 順序 

である。 此が 後に、 太陰暦が 輸入せられ てから、 秋- 

冬 • 春と いふ 暦法 上の 秋 • 冬 • 春が 当て嵌められて、 

秋祭り • 冬 祭り • 春祭りと なり、 更に 其 中へ 夏祭りが、 

割り込んで 来た ものと 思 ふ。 



康の 祝福と をす る 事で ある。 同席で 行 はれても、 両者 

の 間に は、 区別 は 明らかに ある。 

此処で 「冬」 とい ふ 言葉 を考 へて 見る。 ^¥ は、 

で、 分裂す る 事. 分れる 事. 枝が 出る 事な どい ふ 意味 

が、 古典に 用ゐら れてゐ る。 枝の 如く 分れて 出る もの 

を、 取扱 ふ 行事が、 冬の 祭りで ある。 ^は、 又 古く 

は、 ふると 同じであった。 元来、 ふるとい ふ 事 は、 衝 

突す る 事で あるが、 古く は、 密着 するとい ふ 意味で あ 

る。 此処から 「触れる」 とい ふ 意味 も 出て 来る。 

日本の 古代の 考へ では、 或 時期に、 魂が 人間の 身体に、 

附着し に 来る 時が あった。 此 時期が 冬であった。 歳、 



窮 つた 時に、 外から 来る 魂 を 呼んで、 身体へ 附着 させ 

る、 謂 は >、 魂の 切り 替へを 行 ふ 時期が、 冬であった。 

吾々 の 祖先の 信仰から 言 ふと、 人間の 威力の 根元 は 魂 

で、 此 強い 魂を附 ける と、 人間 は 威力 を 生じ、 精力 を 

増す ので ある。 

此魂 は、 外から 来る もので、 西洋で 謂ふ処 のまな あで 

ある。 此 魂が 来て 附着す る 事 を、 日本で は^^と いふ。 

そして、 魂の 附着 を 司る 人々 があった。 毎年、 冬に な 

ると、 此魂を 呼んで 附着させる。 すると 春から、 新し 

い 力 を 生じて 活動す る。 今から 考へ ると、 一生に 只 一 

度つ ければ よい 訣 だが、 不安に 感じた ので も あらう。 



上述の 如く、 生きて 居る 人が、 自分の 魂の 大部分 を、 

長上に 奉る 事 をみ つぎと いひ、 目下が 献 つた 数多の 魂 

と、 元来 天子 様の 持って 居られる 魂と をー処 にして、 

其 を 分割して 臣下が 頂く の をば、 みたまの ふゆと いふ。 

そして、 此 為の 行事 即、 祭りの 事 をみ たまの ふゆ 祭リ 

とい ふ。 結局 冬祭リ は、 魂 分割の 祭りで、 年の 暮に は、 

此 魂の 切リ替 へに 関する 行事が、 いろ/ \ と 行 はれた。 

後世に なると、 年に 二度、 盆と 年の暮れ とに 行 はれた。 

更に 其が、 盆と 正月と に 行 はれる 事に なった。 

元来、 冬 祭りと 秋祭りと は、 引続いて 一 日の 中に 行 は 

れ たので あつたが、 漸次 分れて 来て、 秋祭り を 十一月、 



三、 安曇の 鎮魂 奈良 朝の 少し 前、 宮廷へ 這 入 

つた、 と 見るべき 鎮魂 法。 

此 三つの 中、 猿 女 鎮魂と、 石ノ上 鎮魂と は、 合体して 了 

うた。 最後に 這 入った 処の、 阿曇の 鎮魂 式 は、 海人 部 

の 者が 取扱った もので、 此は、 特殊な 面白味が あった 

ので、 日本 元来の みたま ふりと は異 つた 待遇 を 受けて、 

十二月に 行 はれる 事に なった。 古来の 日本 流の が^ I 

まふり で、 阿曇の は、 たま しづめ の 意義が、 主なる 要 

素 をな して 居る。 外来 魂 を 身に 附 ける のが、 古い 意義 

の、 日本 伝来の みたま ふりで、 魂の 発散 を 防止し、 且 

既に、 発散した 魂 をして、 鎮まらせる。 此が、 阿曇の 



て 来ねば ならぬ、 と考 へて 居った からで ある。 

恐れ多い 事で あるが、 昔 は、 天子 様の 御身 体 は、 魂の 

容れ 物で ある、 と考 へられて 居た。 天子 様の 御身 体の 

事 を、 すめみ まの みことと 申し上げて 居た。 みま は 本 

来、 肉体 を 申し上げる 名称で、 御身 体と いふ 事で ある。 

尊い 御子 孫の 意味で あると された の は、 後の 考へ 方で 

ある。 ^3 は、 神聖 を 表す 詞で、 すめ 神の^ 3 と 同様 

である。 すめ 神と 申す 神様 は、 何も 別に、 皇室に 関係 

の ある 神と 申す 意味で はない。 単に、 神聖と いふ 意味 

である。 此 非常な 敬語が、 天子 様 や 皇族の 方 を専、 申 

し 上げる 様になって 来たので ある。 此 すめみ まの 命に、 



いので ある。 

天子 様に 於ても、 同様で ある。 天皇 魂 は、 唯一つ であ 

る。 此魂を 持って 居られる 御 方の 事 を、 日の 神 子と い 

ふ。 そして、 此 日の 神 子と なるべき 御 方の 事 を、 日 つ 

ぎの みことい ふ。 日つ ぎの 皇子と は、 皇太子と 限定 さ 

れた方 を 申し上げる 語で はない。 天子 様 御 一代に は、 

日 つぎの みこ 様 は、 幾人 もお 在りな される。 そして、 

皇太子 様の 事 をば、 みこの みことと 申し上げ たので あ 

る。 

天子 様が 崩御な されて、 次の 天子 様が お立ちになる 間 

に、 お ほみ ものお も ひ (大喪) とい ふの が ある。 此時 



期 は、 日本に 於て は、 日つ ぎの みこの 中のお 一方が、 

日の 御子 (天子 様) となる 為の 資格 を 完成す る 時、 と 

見る 事が 出来る。 祝詞 や、 古い 文章 を 見る と、 「天の み 

かげ • 日の みかげ」 など ゝ いふ 詞が ある。 此詞は 普通 

に は、 天子 様のお 家の 屋根の 意味 だ、 と 云 はれて 居る 

が、 宮殿の 奥深い 所と いふ 事で ある。 そこに、 天子 様 

はおいで になる ので ある。 此は、 天日に 身体 を 当てる 

と、 魂が 駄目になる、 とい ふ 信仰で ある。 天子 様と な 

る 為の 資格 を 完成す るに は、 外の 日に 身体 を さらして 

はならない。 先帝が 崩御な されて、 次 帝が 天子と して 

の 資格 を 得る 為に は、 此 物忌み をせ ねばならぬ。 此物 



古代 日本の 考へ 方に よれば、 血統 上で は、 先帝から 今 

上 天皇が、 皇位 を 継承した 事になる が、 信仰 上から は、 

先帝 も 今上 も 皆 同 一 で、 等しく 天照大神の 御 孫で 居ら 

れる。 御身 体 は 御 一代 毎に 変る が、 魂 は 不変で ある。 

すめみ まの 命と いふ 詞は、 決して、 天照大神の 末の 子 

孫の 方々 とい ふ 意味で はなく、 御 孫と いふ 事で ある。 

天照大神との 御 関係 は、 にに ぎの 尊 も、 神武 天皇 も、 

今上天皇 も 同 一 である。 

此 重大な 復活 鎮魂が、 毎年 繰り返され るので、 神 今 食- 

新嘗 祭に も、 褥が 設けられた りする 事になる。 大嘗祭 

と、 同 一 な 様式で 設けられる。 復活 を 完全に せられる 



為で ある。 日本 紀の 神代の 巻 を 見る と、 此 布団の 事 を、 

真 床 襲 衾と 申して 居る。 彼のに にぎの 尊が 天降り せら 

マ ド コ才 フ ス マ 

れる 時には、 此を 被って 居られた。 此真床 襲 衾 こそ、 

ヒ ツギ ノミ n 

大嘗祭 の 褥 裳を考 へる よすが ともなり、 皇太子の 物 忌 

みの 生活 を考 へる よすがと もなる。 物忌みの 期間 中、 

外の 日 を 避ける 為に かぶる ものが、 真 床 襲 衾で ある。 

此を 取り除いた 時に、 完全な 天子 様と なる ので ある。 

此は、 日本 紀の 話で あるが、 此を 毎年の 行事で いへば、 

新嘗 祭が 済んだ 後、 直に 鎮魂祭が 行 はれ、 其が すんで、 

元旦の 四方 拝 朝賀 式が 行 はれる。 だが 此は、 元は、 一 

夜の 中に 一 続きに 行 はれた もので、 秋祭りの 新嘗 祭と、 



冬 祭りの 鎮魂祭 即、 真 床 襲 衾から 出て 来られ、 やがて 

高 御座に お昇りな されて、 仰せ 言 を 下される。 此らの 

事 は 元来、 一 続きに 行 はれた ので あるが、 暦法の 変化 

で、 分離して 行 はれる 様になつ たので ある。 

日嗣 ぎの 皇子が、 日の 皇子 (天子 様) におな りなされ 

ると、 天子 様と しての 仰せ 言が 下る。 すると、 群臣 は 

ョゴト 

天子 様に 対して、 寿 言 を 申し上げる。 寿 言の 正確な 意 

味 は、 齢 を 祝福 申し上げる、 とい ふ処 にある。 すめみ 

^命の 御身 体に、 天子 霊が 完全に 這 入って から、 群 

臣が寿 言 を 申す の だ。 寿 言 を 申す の は即、 魂 を 天子 様 

に 献上す る 意味で ある。 群臣 等 は、 自分の 魂の 根源 を、 



此 大和の 魂 を 取扱った の は、 物 部 氏で ある。 ものと は、 

魂と いふ 事で、 平安朝に なると、 幽霊 だの 鬼 だのと さ 

れて 居る。 万葉集に は、 鬼の 字 を、 ^とい ふ 語に あ 

てゝ 居る。 物 部 氏 は、 天子 様の 御身 体に、 此倭を 治め 

る 魂 を、 附着せ しむる 行事 をした。 此が、 猿 女 鎮魂 以 

外に、 石ノ 上の 鎮魂が ある 所以で ある。 

此処で、 猿 女の 鎮魂 式を考 へて 見る。 さう すると、 日 

本人の 生死 観が よく 訣る。 元来、 日本の 古い 信仰で は、 

生と 死との 区別 は、 不明瞭な ものであった。 人が 死ん 

でも、 魂 をよ び 戻せば 生き かへ る、 と 思うて ゐた。 そ 

して、 どうしても 魂が か へらぬ と あきらめ るまで は、 



略 一年間 かゝ つた。 此 一年の 間 は、 生死 不明の 時期で、 

古い 文献 を 見る と、 殯 宫、 又は あらきの 宫と 一一 一一 n う て 

居る が、 此は此 魂 を 附着せ しめよう として 居る 間の、 

信仰 行事 を 斥して いふので ある。 御陵 を 造って 居る 間 

が 殯宮 だ、 とい ふ考へ は、 後の 考へ 方で、 支那の 考へ 

が 這 入って 来て 居る。 

殯宮の 間に 於け る 天子 様 を、 大行 天皇と 申 上げて 居る。 

此も 亦、 支那 流の 考 へが 混って 居る。 此期 間中 は、 生 

死 不明で あると 共に、 日つ ぎの 皇子が、 裳 (襲) に 籠 

つ て 居られる 期間で ある。 

猿 女 鎮魂の 起原と もい ふべき は、 天ノ 岩戸の 一条の 話 



てのもの である。 此は、 大 • 中 • 小の 三つに 分れて 居 

るが、 大体から 見て、 内. 外 は 対 をな して 居る もの、 

と 見る 事が 出来る。 

内国に 対する 詔書 中、 大きな 事に 用 ゐられ る 書式 は、 

最初の 書き出しの 言葉に、 

アキ ッ ミカ ミト ォホ ヤシ マ グニシ ロシメ スス メラ ガオ ホミ コト モロ /\キ コシ メセト ノル 

明 神 御大 八洲 天皇 詔 旨 … … 咸 聞 

とい ふ詞 を、 此 書式の 詔書の はじめに、 据 ゑねば なら 

ぬ。 次に、 外国 即、 朝鮮に 対しての 詔書に は、 同じく 

養老 令 を 見る と、 大 八洲 天皇 詔 旨の 代りに、 御宇 日本 

天皇 詔 旨と 書いて 居る。 (「高 御座」 参照。 全集 第二 巻) 

斯 くの 如く、 国内に 対して は大 八洲 天皇と いひ、 外国 



初春の 詔書の 全体の 意味 は、 即位式の 詔書の 意味と、 

ゥチ ミヤ ケ 

全く 同 一 である。 内 屯 倉 は、 天子 様の 御言 葉の 勢力が 

及んだ 証拠で、 此大 八洲 天皇と か、 御宇 日本 天皇と か 

いふ 言葉 を 聞く と、 もう、 人々 の 心 も 身 も、 天子 様の 

ものに なって 了 ふ。 後に こそ、 大 八洲. 御宇 日本と 分 

けて 用 ゐられ て 居る が、 語の 及ぶ 効力 は 同一 で、 其 間 

に、 少しの 距 たり も 無かった ので あらう。 即、 此 語の 

及ぶ 範囲が、 天子 様の 御領 土と いふ 事になる。 

日本 歴史で、 知り 得る 限りで は、 大和 国の 山辺 郡の 大 

倭 村が、 やまとの 本 地であった らしい。 其が 次第に 拡 

がって、 今 吾々 の考 へて 居る 程の、 広さに なった ので 



仰せ 言 を 下される 時に、 大倭 根子 何々 天皇、 と 最初に 

言 ひ 出される。 古事記に も、 日本 紀 にも ある。 「根子」 

の 古い 例 は、 山背 根子. 難 波 根子 等で ある。 根子 は、 

神主. 君主と いふ 事で ある。 昔 は、 神主 は即、 君主で 

あった。 大倭 根子と いふと、 大 倭の 地方 全体の 神事 を 

司る 人即、 君主と いふ ことになるの である。 後に は、 

日本 全体の 祭主、 即 君主との 意味に なって 来た。 かう 

した 天子 様のお 言葉 も、 古い 時代 は、 口頭で 言 はれた 

が、 奈良朝 頃から、 文書に 書いて やられる 事が 行 はれ 

た。 此を宣 命と いふ。 此宣 命が、 飛鳥 ノ宫の 末 頃から 

は、 文書の 形式が 定まる 様になり、 天皇 御 即位の 年の、 



春の 初めに は、 必、 宣命 をお 下しな された。 後に なつ 

て、 御 即位の 式と、 朝賀の 式と が 分れても、 両方共に、 

仰せられ るお 言葉 は、 似た ものである。 

宮廷の 儀式 をみ ると、 春の 儀式と、 即位式と 沢山、 似 

た処が ある。 昔から、 即位式と、 大嘗 祭と は 同じ だ、 

とい ふ 学者 は、 沢山 ある。 昔 は必、 同一な 者であった 

と 思 ふ。 そして、 此 式が 春 行 はれる もの だ、 と考 へら 

れる 様になった。 

さて、 春と いふ 語の 本義が、 不明で ある。 草木の 芽が 

発する 事 を 「はる」 とい ふ処 から 言 ふの だ、 と 言 はれ 

て 居る が、 ほんとうの 事 は訣ら ぬ。 其 他、 いろ/ \ と 



の唱 へる 祝詞 は、 此 神の 言葉 を 天子 様が 伝達す る、 と 

いふ 意味の 変化した ものである。 

^^とい ふの は、 上から 下へ 命令す る 事で ある。 上 か 

ら 下へ 言 ひ 下された 言葉に よって、 すべての 行動 は規 

定 される。 法 • 憲 • 制 等の 文字に 相当す る 意義 を 持つ 

て 居る。 祝詞 は 正式に は、 天ッ 祝詞 ノ太 祝詞と いふの 

である。 のりと は、 ^^を 発する 場所の 事で、 神 座の 

事で ある。 而 して、 此神 座で 発する 言葉が、 祝詞で あ 

る。 「天つ 祝詞の 太 祝詞 ごと」 と は、 神秘な 壮大 崇高な 

場所で 下された 御言 葉、 とい ふ 事で ある。 此 尊い 神 座 

の 事 を 高 御座と いふ。 



の もの は、 自分の 職業の 神聖なる 所以と、 来歴と を 説 

くし、 国々 の は、 天子 様に 服従した 来歴. 関係 を 物語 

るので ある。 譬 へば、 天孫 降臨の 時に、 にに ぎの 尊が 

つれて 来られた、 五 ノ伴ノ 緒の 子孫 等の 申される 寿詞 は、 

古い ものであるが、 朝廷と 国々 との 関係 を 申し上げる 

物語 は、 新しい 寿詞 である。 此寿詞 をば、 大嘗祭 • 即 

位 式 • 元旦 此 三つの 場合に 申される ので ある。 後に は、 

春と 大嘗 祭との 二度、 代表者で、 間に合せる 事に なつ 

た。 

元旦の 朝賀の 式に、 天子 様が 祝詞 を 下される 式 は、 奈 

良 朝に は 既に、 陰に 隠れて 了うて、 群臣が 寿詞を 申し 



上げに 出る 式の みとな つた。 此は、 物 部と か、 蘇 我と 

か、 大 伴と かいふ、 高い 氏の 代表者が 出て、 申し上げ 

るので あった。 処が、 大嘗 祭の 時には、 中臣 氏が 代表 

して、 寿詞を 申し上げ るので ある。 即、 自分の 家の 職 

業 を 申し、 天寿 を 祝福して、 百官 を 代表す るので ある。 

同時に、 諸国の 寿詞が 奉られる が、 此 諸国の 寿 詞の話 

は、 後に 言 ふ 事に して、 此処で は、 中 臣の寿 詞の話 を 

する 

後世で は、 大嘗 祭の 第二 日 目の 辰の 日の 卯の 刻に、 中 

臣ノ 天神 ノ寿詞 を 奏上す る。 天子 様 は、 此 より 少し ま 

へに、 悠紀 殿へ 御 出御に なり、 つ y いて 皇太子. 群臣 



言 はる、 事に、 此 玉串 を 地上に 立て、、 夕日の 時 か 

ら、 朝日の 照り 栄える 時まで、 天つ 祝詞と 太 祝詞 を 

申せ。 かく 申せば、 その 祝詞の 効力に 依って、 直に 

兆 象が 顕れ る。 そして 若 蒜が 五 百 個、 篁の 如く 生え 

る。 そこ を 掘って 見る と、 天の 八 井が 湧く。 その 水 

をと つて 奉れ、 と教 へられた。 だから、 此 をお あが 

りなさい ませと いふ。 

つまり、 中臣 としての 聖職の 歴史 を 申し上げ るので あ 

る。 此 縁故. 来歴に よって、 悠紀； 王 基の 地方の 来に、 

天つ 水 を まぜて、 御飯 を 炊き、 お 酒 を こしら へて、 天 

皇に 差し上げる。 此を お召し あがりな される と、 天子 



の 伴の みやつ こ」 など、 言 ふ 様になって 了うた。 だが、 

大嘗 祭の 時には、 昔の 形 を 復活して、 大伴部 • 門 部- 

物 部 等の 人々 の 代表 を、 官 人から 任命して、 御門 警衛 

の 任に 用 ゐられ た。 

一 〇 

次に は、 大嘗 祭の 時の、 御所の 警衛の 話 をして 見る。 

一体、 物 部と いふ 語に は、 固有名詞 としての 意味と、 

普通名詞 としての 意味と が ある。 八十 物 部 (八十 武夫) 

とい ふ 様に、 此 部に 属する 者 は、 沢山あった。 物 部 も、 



其 中の 一 つで ある。 広く 言へば、 魂 を 追 ひ 退けたり、 

ひっつけ たりす る 処の部 曲が、 物 部で ある。 大 伴が 代 

表 者と なった の は、 大 倭の 魂 を 取り扱つ たからで ある。 

大嘗 祭の 時に、 物 部の 任務が 重大視され るの も、 此故 

である。 物 部 氏が、 本流 は 亡びた が、 石" 上 氏が 栄え 

てゐ て、 大嘗 祭の 時に、 大切な 御門の 固め をした。 門 

の処 に、 楣と 矛と を樹 て、、 外敵 を 差し止める 事 をし 

た。 此楣を 立て ゝ、 宮廷 を 守る 事 を 歌った のが、 万 葉 

集 巻 一 に 出て ゐる。 

マス ラヲ トモ モノ ノフ ォホ マへ ツギ ミ 

健 男の 辆の 音すな り。 物 部の 大 臣楣 立つ らし 

も (元 明 天皇 御製) 



此 歌に 和せられ たのが、 

我が 大君。 物な 思 ほし。 尊 神の つぎて 給へ る 君な 

けなく に (御名 部 皇女) 

此 御製 は、 大嘗 祭の 時に、 物 部の 首長が、 楣を 立てる 

儀式 をして ゐる 様子 を 歌 はれた、 即興の 歌で ある。 和 

せられた 方の は、 天皇が 何か考 へて 居られる を 見て と 

つて 「何も そんなに、 ぉ考 へな さらず とも、 い、 では 

ありま せんか。 あなた 様 は、 尊い 神様が、 順次に お 立 

てに なった 所の、 尊い 御 方です もの」 との 意で ある。 

大嘗 祭な どの 重大な 儀式に 当って、 楣を 立てる の は、 

悪い 魂が 邪魔 をす ると、 それ を 物 部が 追 ひ 払 ふ 為で あ 



主 基 殿 は 第二義の 様で ある。 すき は、 次と いふ 意 だと 

言 はれて 居る。 悠紀の 一は^ 9 • 3y などの 意の ¥ で、 

き は 何 か訣ら ぬ。 そして、 ゆき • すきと なぜ 二つ こし 

ら へる のか、 其 も訣ら ぬ。 だが、 大体に 於て、 推定 は 

出来る。 

日本 全国 を 二つに 分けて、 代表者と して、 二 国 を撰定 

し、 其 二 国から、 大嘗 祭に 必要な 品物 をす ベて、 持つ 

て 来させて、 この 二 殿で、 天子 様が 御祭り をな される。 

昔 は 或は、 宮廷の 領分の 国の 数 だけ、 悠紀； 王 基に 相 

当す る 御殿 を 建てた もの かも 知れぬ。 そして、 天子 様 

が 大きな お祭り をせられ たの かも 知れぬ。 そして、 此 



御祭り の 中に、 いろ/ \ の 信仰 行事が 取り込まれて 来 

て、 天子 様の 復活祭 を も 行 はれる 様になつ たので あら 

うと 思 ふ。 

天子 様 は、 悠紀； 王 基の 二 殿の 中に、 御蓐を 設けられ 

るの は、 何時の 頃から か、 よく 考 へて 見る と、 何も 左 

様な 褥の 設けられねば ならぬ、 とい ふ 理由 はない。 悠 

紀殿； 王 基 殿の ニ个 所で、 復活な される 必要 はない。 

大嘗宫 の 外に、 復活 式 をせられ る 場所がなければ なら 

ぬ。 悠紀 殿. 主 基 殿へ 出御な さるの は、 新嘗を 御う け 

なされる 為で あらう。 

大嘗 祭の 時には、 廻 立 殿 をお 建てになる が、 恐らく 此 



が、 天子 様の 御物 忌みの 為の 御殿ではなかった か、 と 

考 へられる。 此宫 でな される 復活の 行事が、 何時の 間 

にか、 悠紀. 主 基の 両 殿の 方へ も 移って 行って、 幾度 

も此 復活の 式 をな さる 様になつ たので あらう。 次に、 

風俗と 語部の 話 をして 見たい。 

1 1 



昔 は、 大嘗 祭の 時には、 ゆき • すき 二 国から して、 風 

俗歌が 奉られた。 平安朝の 頃 は、 其 国の 古歌 を 用ゐて 

居た。 後に は、 其 国から 出た、 古い 歌人の 歌 を 用ゐる 



事に なった。 後に は、 都の 歌人が 代表して 歌 を 作る 様 

になった。 

此風 俗歌 は、 短歌の 形式であって、 国風の 歌 をい ふの 

である。 此国 ふりの 歌 は、 其 国の 寿詞に 等しい 内容と 

見て よろしい。 国 ふりの ふり は、 たま ふりの ふりで、 

国 ふりの 歌 を 奉る とい ふ 事 は、 天子 様に 其 国の 魂 を 差 

し 上げて、 天寿 を 祝福し、 合せて 服従 を 誓 ふ 所以で あ 

る。 

^は、 憐 にもい ひ、 歌に もい ふ。 ^とい ふと、 此 

二つ を 意味す るので ある。 歌 をうた つて 居る と、 天子 

様に、 其 歌の 中の 魂が つき、 儺 を 舞って 居る と、 其 儺 



の 中の 魂が、 天子 様に 附着す る。 諸国の 稲の 魂 を、 天 

子 様に 附着せ しめる 時に、 儺 や 歌 を やる。 すると、 其 

稲の 魂が、 天子 様の 御身 体に 附着す る。 

此 魂^の 歌 を、 いつでも 天子 様に 申し上げる。 其が 

宮中に 残ったの が、 記紀の^ の 歌で ある。 今 残って 

居る の は、 短い 長歌の 形 をして 居る。 国風の 歌の 出発 

は、 呪詞と 同様に、 諸国の 寿詞 中から、 分裂して 出来 

たもので、 つまり、 長い 呪 言 中の えきす の 部分で ある。 

長い 物語 即、 呪 言を唱 へずと も、 此 部分 だけ 唱へ ると、 

効果が 同様 だ、 とい ふ考 へで ある。 大嘗 祭の 歌 は、 平 

安 朝になる と、 全く 短歌の 形に なって ゐる。 



例が あって、 其に 倣って、 やった 事で あらう。 其が 又、 

一 つの 例 を 作って、 延喜 式に は、 かう 定まって 居た と 

考 へれば よい。 平安朝 以前に は、 此 よりも 多くの 国々 

から 出た のか、 或は、 此 等の 国々 が、 代表して 出た の 

か、 其 辺の 事 もよ く訣ら ぬ。 

何処の 国に も、 語部の 後と 見るべき もの は あるが、 正 

しく 其 職 は 伝 はらない。 語部 は、 祝詞. 寿詞を 語る も 

の、 他に、 歴史 を 語る もの も ある。 奈良朝 を 中心とし 

て、 一時 は 栄えた が、 やがて は、 衰 へて 了うた。 大嘗 

祭の 時に 出て 来る 語部 は、 ^の 歌の 本 縁 を 語る ので 

ある。 歌に は 又 儺が 附 いて 居る から、 此 歌の 説明 をす 



大嘗 祭に は 参加し ない。 此は、 東の 国 は大嘗 祭が 固定 

して 了うて 後に、 天子 様の 領分に なった 国で あるから 

である。 東が まだ、 日本の 国と 考 へられな いうちに、 

大嘗祭 は、 日本の 生活 古典と して、 固定して 了うて 居 

たの だ。 吉 野の 国 栖ゃ、 薩 摩の 隼 人が 歌 を 奏する のに、 

東 だけが やらぬ とい ふの は、 東が 新しく 領土と なった 

とい ふ 証拠で ある。 平安朝に なつてから、 何 かの 機会 

にやつ と、 宫 中に 奉られた ので ある。 尤 此ょリ 先に、 

万葉集に は 既に、 東歌が 採られて 居る。 古今 集に は、 

勿論 ある。 そして 東 遊び (寿 楽) も、 宮中へ 這 入って 

居る。 此は、 何 かの 儀式の 時に、 東歌 や、 東 遊びが、 



宮中で 行 はれ 出した のに 違 ひない。 

東歌が、 どんな 時に、 宮中に 這 入った か、 略 目当て は 

つく。 此は、 東の 諸国から、 荷 前の 使が 行く 時に、 宫 

廷で 奏した ので あらう。 即、 東の 国の 稲の 魂 を 持って 

行って、 服従 を 誓うた 時の 歌が、 東歌で ある。 只、 大 

嘗 祭が 行 はれる 時期と、 東の 国で、 荷 前 を 奉る 時期と 

が、 合って 居た 為で あらう。 

平安朝に 入って から、 風俗と いへば、 主として、 悠 紀- 

主 基 二 国の ものと 考 へられて は 居る が、 其 は、 此ニ地 

方が 注意に のぼり 易く、 且 繰り返される 場合が、 多 か 

つた 為で ある。 だが、 東 遊 中の 風俗 歌 は、 主として、 



東の 国の ものが 残って 居る 処を 見る と、 風俗と いふの 

は、 何も 悠紀； 王 基 二 国の ものと 限って 居った わけで 

もない。 寧、 風俗 歌 は、 東が 主 だと 信ぜられて 居った 

と 思 はれる。 

悠紀. 主 基の 国で は、 稲穂 を 中心として、 すべての 行 

事が 行 はれる。 稲穂 は、 神様の 取り扱 ひ を 受けて 居る。 

其 役員に は、 男. 女 共に 定められる。 女の 方で は、 郡 

領の 娘が 造酒 子に 定められる。 造酒 子 は、 地位の 高い 

巫女で ある。 男の 方 は、 稲実の 君が 定められる。 此で、 

酒と 来との 役人が 出来た 訣 である。 —— 昔の 考へ では、 

酒と 来との 間に、 劃然と した 区別はなかった —— それ 



サ カツ コ さかなみ コ フル ヒ 

から、 造酒 子の 下に は、 酒 波が 一 人、 篩 粉が 一 人、 

ァ ヒック リ ためつ 

共 造が 二人、 多 明 酒 波が 一 人 あるが、 此等は 皆、 酒に 

関する 巫女で ある。 男子の 方 は、 稲実の 君の 外に、 灰 

焼 一人、 採 薪 四 人が 定められる。 猶、 歌 女 二十 人、 其 

他、 いろ/ \ の 役割りが 定められる。 然も、 酒の 事に 

仕へ るの みかと 思 ふと、 さう ではない。 山へ 行って、 

薪 や 御用の 木 を 伐る 時に、 一 番 先に 斧 を 入れたり、 又 

野原へ いって、 御用の 茅 を 刈る の も、 造酒 子の 為 事で 

あった。 

此人々 は、 時期が 来る と、 稲 を 積んで 都へ 上り、 土地 

を 選んで、 そこへ 斎 庭 を 作る。 後世 は 大抵、 北 野に つ 



警蹕の 意味 は 「尊い 神が 来た。 悪い 者よ。 そこ を どけ」 

とい ふ 事で ある。 此で 見ても、 稲穂が 大切な 尊い もの 

であった 事が 知れる。 此稲 魂の 事 をば、 うかのみ たま 

メシア ガリ 

とい ふ。 うか はう けで、 召 食 ものと いふ 事で、 酒の 方 

に 近い 語で ある。 

悠紀 • 主 基の ニ个国 は、 何時頃から 定められ たか 訣ら 

ぬが、 近代 は、 亀卜で 定められる。 昔 は、 何 かの 方法 

があった ので あらう。 延喜 式で 見ても、 御幣に ついて 

上る 国 を 以て、 其と する 様 だ。 これ を 国 郡卜定 と言う 

て 居る。 だが、 悠紀： 王 基の 国と いふの は、 大抵、 朝 

廷の 近くの 国で ある。 そして、 東 は 悠紀. 西 は 主 基と 



される。 御殿 もや はり、 此 様に こしら へる。 つまり、 

大倭 朝廷 を 中心として、 其 進路の 前後 を 示した ので あ 

らう。 或は、 S^.M^ の 意 かも 知れぬ。 ともかく、 

悠紀は 大和の 東南、 主 基 は 西北に 当って 居る。 此ニ国 

が 定まる 前 は、 新 嘗屋が 沢山 造られて、 其 をば、 天子 

様 は 一 々廻って 御覧な された 事と 思 ふ。 

悠紀 殿； 王 基 殿 は、 おなじ 囲 ひの 中に あって、 両 殿の 

界は、 目隠し だけで ある。 後世 は、 立爇を 立て、 斿へ 

られ た。 立嚭 というても、 椎の 青葉で 立てられ たもの 

で、 此は、 昔の 青 柴垣の 形で ある。 南北に 御門が ある。 

御殿 は、 黒木 を用ゐ る。 黒木と いふの は、 今考 へる 様 



故、 出 雲に 到りまして、 大神を 拝み 訖 へて、 還り 

クロ キノ スバシ 

のぼります 時に、 肥 河の 中に 黒 機 橋 を 作り、 仮宮 

を 仕へ 奉りて、 坐 さしめ き。 こ、 に、 出 雲 国 造の 

キ ヒサ ッミ カザ 

祖、 名 は 岐比佐 都 美、 青葉 ノ山 を饍 りて、 其 河 下に 

立て ゝ、 大 御食献 らんと する 時に、 其 子 詔り たま 

ひつら く、 此 川下に、 青葉の 山な せる は、 山と 見 

ケタシ ィハ クマ 

えて、 山に あらず。 若、 出 雲の 石※ 〔# 「石+ 囘」、 

209-14U の 曾宮に 坐す、 葦原 色 許 男 大神を 以て 斎く 

ノ 祝が、 大庭 か、 と 問 ひ 賜 ひき。 こ、 に、 御 伴に つ 

か はさえ たる 王 等、 聞き 歓び、 見 喜びて、 御子 を 

ァヂ マサ マ 

ば、 檳榔の 長 穂の 宫に 坐せ まつりて、 駅 使 を 貢 上 



る。 これ を 散 斎と 言うて 居る。 其 中で、 大嘗 祭の 前 二 

日と、 其 当日と をば、 殊に、 致 斎と 呼ぶ。 散 斎 は 割合 

に 自由な 物忌みと いふ 事で、 穢れた 事 や、 神事 上の 絆 

れた 問題に は 与らない、 とい ふ 程の 意味で ある。 致 斎 

の 方 は、 昔 は 絶対な 物忌みであった らうが、 令の 規定 

以来、 少しく 軽くな り、 十月の 末日と 定められて、 山 

城の 京都で は、 加 茂 川の 某 地点で、 御 禊 を 行 はせられ 

た。 かう した 御 禊 は、 伊勢の 斎宮 • 加 茂の 斎院を 定め 

られる 時 も、 予めな される。 天子 様 • 斎宮 • 斎 院の御 

禊 は、 同 一 な 格式で なされる。 平安朝に なると、 音読 

して ごけいと 言うて 1 古る が、 古く は、 みそぎと 言うて 



居る。 

此 所で、 少しく、 みそぎ (禊) とはらへ (祓) との 区 

別 をい うて 見る 事に する。 

祓 へと いふの は、 穢れ 又は、 慎し むべき 事 を 冒した 場 

合、 又は 彼方から して、 穢れゃ 慎し むべき 事が やって 

来て、 此方に 触れた 時に、 其 を 贖 ふ 為に、 自分の 持つ 

て 居る もの を 提供して、 其穢れ を祓ふ 事で ある。 神 は、 

此贖ひ 物 を 受けて、 其 穢れを 清めて 呉れる ので ある。 

元来、 祓へ は、 神事に 与る 人が、 左様に して 呉れる か 

ら、 他動 風な ものである。 自分から する のなら はら ひ 

であるが、 はら へ と 他動 虱に 昔から いうて 居る。 



とい ふ 事を考 へて 見る。 大祓 へのう ちに、 祓 ふべき 

罪 -穢 れ即、 神に 対して、 慎し むべき 事 を 罪と いふ。 

其 中で 「天つ 罪」 とい ふの は、 天上の 罪と いふ 事で、 

普通に はす さの をの 尊が、 天上で 冒した 罪 を 斥して い 

ふ。 それから 此 国で 慎し まねば ならぬ 罪 を 「国つ 罪」 

とい ふ。 国つ 罪の 中には、 勿論 慎し まなければ ならぬ 

事の あるの は 勿論 だが、 又 さう でな く、 何でも無い 様 

ヮザ ハ ヒ 

なのが ある。 譬 へば、 這 ふ 虫の 禍罪 • たかつ どリ の禍、 

かう いふの が ある。 此は、 鳥 や 蛇が 家に 這 入って 来た 

の は、 此 家が、 神の 家に なった とい ふ標 で、 其 故に 慎 

しまねば ならぬ、 とい ふ 意味で ある。 



たの は、 平安朝の 事で、 元来 は 鎮詞、 又は 鎮，， 護詞 など ゝ 

いふべき 詞 である。 其 語の 性質から 見ても、 仲間の 親 

分が、 子分に 申し聞かせ、 又は 相談す る 様な 物言 ひぶ 

りで ある。 「かう だから、 お 互 ひに、 かう しょう ぞ」 と 

いふ 意味が、 主要な 部分で ある。 上から 下への、 ^ 

ではない。 

かう して 見る と、 山の 神 は、 土地の 精霊の 代理者で、 

同じ 仲間の 者 同志で ある、 其 精霊の 代理者が、 精霊 を 

鎮まらせ るので ある。 さて、 此 いは ひごとが 済んだ 後 

で、 本式な 祭りが 行 はれる ので ある。 

大嘗 祭の 時 は、 大殿祭 は 既に 済んで 居る ので、 卯の 日 



に は、 其 行事が 見えない が、 お湯へ お 這 入りになる 事 

は、 屢行 はれる。 本来 は、 此 湯へ 這 入って 居られる 時 

に 於て、 一方で は、 御殿の ほか ひが 行 はれて 居る ので 

ある。 大嘗宫 は、 紫宸殿の 前で、 南に 建てられる。 東 

に は 廻 立 殿が 造られる。 そして、 紫宸殿から 廻 立 殿へ 

の 出御 は、 廊下 を 渡って なされる。 

廻 立 殿と いふの は、 悠紀； 王基両 殿へ お出でになる 御 

用意の 為に、 設けられた 御殿で、 いは、 V 祭事の 為に、 

お籠りになる 御殿で ある。 

此 御殿の 名称が、 何の 故に 廻 立 殿と よばれる か、 其 は 

訣ら ぬ。 そして、 此廻立 殿の 御 儀式 は、 外部から は、 



理想的な もので、 そこで、 斎 川 水と して 尊重され たも 

ので ある。 又 さう でな くと も、 斎 川 水 は 温い と 信じて 

居った。 こんな 風な 信仰から、 禊ぎ に は、 温い 水 を 用 

ゐる 様になった。 だから 古い 書物に、 湯と あっても、 

其 は、 今日の 吾々 の考 へて 居る 温湯で ある、 と 直ぐに、 

極めつ ける 事 は 出来ぬ。 

藤 原の 宮 から 奈良 • 飛鳥の 宫 にかけ て は、 天子 様が 時々、 

湯に 行かれた リ、 温泉 を 求められ たりした 事が、 記 - 

紀- 万葉集な どに は、 非常に 多く 出て ゐる。 此 温泉へ 

旅行せられ るの は、 今日の 吾々 の 様に、 た、 V の 遊山 や 

避暑で はなく、 御 禊の 信 S: の考 へから 見ねば ならぬ。 



せられた 尊い 方 は 神で あり、 羽衣 をぬ がれた 処女 は、 

或 任務 を 果たす 為の、 巫女で ある。 巫女 は 神に 仕へ る、 

最高な 女で ある。 

此処で、 話 をず つと、 後世へ 引き下げて 言うて 見る。 

汚い 話の やうで あるが、 今より 二百 年 前まで は、 御 湯 

へ 這 入る 時に、 湯 具. 襌 など は、 締めた ま、 這 入った。 

ほんとう は、 湯に 行く 時 は、 襌をニ 筋 持って行った。 

一 筋 は 締めて 居り、 一 筋 は 這 入る 時に 締め 換 へて 這 入 

る 為の 用意で ある。 何の 為に、 締め 換 へて 這 入る のか。 

此は、 陰 所 を 見せて は恥づ かしい、 とい ふ考 へからで 

は、 決してない。 



元来、 襌即、 下紐 は、 物忌みの 為の ものである。 民間 

では、 襌 をす るの は、 一人前の 男に なった 時の しるし 

だと 言 はれて 居る。 十五 歳になる と、 襌を 締めて、 若 

衆 宿へ 仲間入りの 挨拶に 行く。 此 行事の 事 を、 袴着と 

いうて 居る。 此が、 女の 方 だと、 裳 着と いふ。 正式に 

は、 男女 共に、 二回 ある 箬だ。 

第一 回 は、 村の 子どもと なる 為で、 五六 歳 頃に やる。 

平安朝 頃の 貴族た ちの 仲間で も、 やかましく 行 はれた。 

源氏物語 など 見ても、 書いて ある。 次の は、 をと こ • 

をと めになる 為の 行事と して- V ある。 我々 は、 二度の 

行事 をす まさぬ と、 一人前の 男女に は、 なれなかった 



ので ある。 今日で は 略して、 一 回 だけし か 行 はぬ が、 

ほんとう は、 二回あった。 第一 回の 時には、 ぉ宫 参詣 

をして、 それで 子どもに なって、 村の 小さな 神に 仕へ 

る 資格 を 得る。 子どもが、 道祖神の お祭り をす るの は、 

何処に でも ある。 二回 目が すむ と、 村の 産 土の 神に 仕 

へる 資格 を 得る。 此 二度の 袴着 を 終った もの を、 

TT . をと めと い ふ。 ふんどし はじめ . ゆもじ はじめが 

すむ と、 立派な 一 人前の 男女になる。 だから、 一 人前 

の 男女に なつてから、 初めて 襌を 締める、 ゆもじ をす 

ると いふので はない。 男女になる 前提の 行事と して、 

此 事が 行 はれる ので ある。 



選定 せられる。 前にい うた 所の、 大湯 坐. 若湯 坐 は、 

高い 身分の 者から 出る。 大湯坐 はつ まり、 水の 神と し 

て、 禊ぎ の 御世 話 をす る 役目で ある。 御子が お産れ に 

なった 時に 行 はれる のが、 第一 回の 禊ぎ である。 

此 禊ぎ をお させ 申して 居る 一 方に 於て、 氏の 上 は、 天 

つ 寿詞を 申して 居る。 水の 魂 をして、 天子 様と なる ベ 

き 尊い お 方に おつけ 申す の だ。 水中の 女神が 出て 来て、 

お子様のお 身体に、 水の 魂 をお つけ 申して、 お育て 申 

す 儀式で ある。 だから、 壬 生 部の 事 を、 ん部 とも 書い 

て 居る。 「入」 は 水に 潜る 事であって、 水中に 這 入る 事 

である。 それから、 大湯坐 は 主で、 若湯 坐 は附き 添へ 



日本の 昔の 語に、 天つ 罪. 国つ 罪と いふ 並立した 語の 

ある 事 は、 前に 述べた。 其 天つ 罪と は、 す さの をの 命 

が、 天上で 犯された 罪で、 其 罪が 此 国土に も 伝 はって、 

すべて 農業に 関する 罪と されて 居る。 つまり、 田の な 

リ物を 邪魔す るの が、 此 国で いふ 処の 天つ 罪で ある、 

とされて 居る。 だが 今では、 罪と いふ 語が、 余りに 新 

し い 意味の 罪悪 観念に 這 入り 過ぎて 居る 様で ある。 ま 

つ 、みの ，3 の 語原 は、 他に 無くて はならぬ。 



万葉集 を 見る と、 雨 障. 霖禁. 霖 忌な ど 書いて、 あま 

つ 、 みとよ ませて 居る。 

あま つ ゝ み 常す る 君 は、 久方の きの ふの 雨に 

こりに けんか も (巻 四) 

此歌 は、 いつも 雨つ、 み をして ゐる あなた は、 昨日の 

雨で 外出が 出来ずに、 懲りた 事で せう、 とい ふ 意 だと 

されて 居る が、 実は 男、 女の 禁欲 生活 をして 居る 意味 

の 罪で ある。 

猶、 此 事を考 へる のに、 手が ゝリ となる の は、 景行記 

に 見える 次の 話で ある。 景行 天皇が、 美 濃の 国 造の 祖 

神、 大根 王の 娘、 兄 媛. 弟 媛 を、 皇子 大碓命 をして 召 



し 上げさせられた 時、 大碓命 は、 媛 二人 を 我 ものと し 

てし まひ、 他の 娘 を 奉った。 そこで、 天子 様 はお 憤リ 

ナガ メ へ メ モノ ォモ 

なされて 「つねに、 長 眼 を 経し め、 又婚 しもせ ず、 惚 

はしめ たま ひき」 と ある。 普通に は、 此 ながめの ぬ は 

男女 相 合 ふ 機会 の 事 を 言 ふ か ら 、 其 間 を 長く 経る 事 を 

ば、 長目 を 経る とい ふの だとして ゐる。 だが、 此^^ 

おは、 霖禁に 関係が ありさう だ。 

さて、 此 ながめ • ながむ とい ふ 言葉の 意味 は、 平安朝 

頃になる と、 「ぼんやりして 何も 思 はず」 とい ふ 位な 風 

になって 居る。 もう 一 つ 伊勢 物語の 例 を 挙げる と、 

起き もせず、 寝 もせで 夜 を あかして は、 春の もの 



とて、 ながめく らしつ 

此 等の ながめ は 長雨で、 長雨の ふりつ > 頃の、 物忌み 

から 出た 言葉で あらう と 思 はれる。 長雨の 物忌み、 即、 

雨の ふりつ V くころ の、 慎し みから 出た 言葉で あらう 

と 思 ふ。 

かう して 考 へて 来る と、 天つ 罪 は、 天上の 罪で はない。 

本義 は、 五月の 田植ゑ 時の 慎し み、 即、 雨つ ゝみ (雨 

障 • 霖禁) である。 今でも、 処 によると、 田植ゑ 時に 

夫婦 共寝せ ぬ 地方が ある。 田植 ゑの 頃 は、 一 年中で 一 

番、 長雨の ふりつ、 V く 時期であって、 此間 は、 村の 男 

女 は、 すっかりと 神事 関係に なって 了うて、 男 は 神、 



女 は 巫女と なる ので ある。 

四月の 頃、 女 は 山に 籠って 成 女戒を 受け、 躑躅の 花 を 

かざして 下りて 来て、 今年の 早 処女 をつ とめる。 此は、 

田植 ゑの 神事に 与る 巫女の 資格で、 田植 ゑの 終る まで 

処女の 生活 をす る。 此処で 考 ふべき は、 処女 生活と い 

ふ 事で あるが、 此には 三 通りあった。 一 つ はほんとう 

の 処女、 此は まだ 男 を 持った 事の ない 女 ( 一 )。 次に 或 

期間の み 男に 逢 はぬ 女、 即、 或 期間 だけ 処女 生活 をす 

る 女 (二)。 次 は 床 退り をした 女、 即、 或 年齢に 達する 

と、 女 は 夫 を 去って、 処女 生活に 入る 信仰が あつたが、 

さう いふ 様な 女 (三)。 此床 退り の 女 は、 其 以後の 生活 



は、 神に 仕へ るので ある。 後世のお 室 様と いふの は、 

此の 事 をい ふの だ。 平安朝に は 床退リ した 女 は、 尼と 

なって 仏事に 入り、 処女 生活 をした ので ある。 

さて 女 は、 五月の 田植 ゑの 済む まで は、 男 を 近づけな 

い。 男の 方で も 女に 触れない。 此 期間 は 男女 共に、 袴 

や 裳に 標を附 けて、 会 ふ 事 をし ない。 此 間の 事を^ W 

め を ふるとい ふので ある。 一軒の 家に 同居して 居ても 

会 はない。 前の、 景行 天皇の 話の、 媛 をして、 長 眼 を 

経し めた まふと いふの は、 媛に お 顔 を 見せながら、 霖 

雨中 放って置いて、 性欲 的の 苦しみ をな さしめ たとい 

ふ 事で ある。 其が 固定して ながめと なり、 性欲 的な 憂 



れる。 其が、 いっか 田植 ゑの 済む まで 続く もの だ、 と 

考 へられて 来たので ある。 此は、 男の 資格 を 得る 為の 

襌が、 いっか 襌 する のが 男の 資格 だ、 と考 へられて 来 

たのと、 同 一 である。 

ふんどし は、 ふ も だし . ほ だし • しりが ひ • おもが ひ . 

とりが ひな ど、 同 一 な もので、 又た ぶ さき • たぶ さく 

などい ふ 語 も、 同一 である。 たぶ さくと は、 また ふさ 

ぐと いふ 事で、 着物の 後の方の 裾 を、 股 を くくらして 

前の 方に 引き上げて、 猿股み たいに する 事で、 子ども 

の 遊戯に も、 今日は 廿 五日の 尻た くり、 といって、 此 

形 をす る。 元来 は、 人間の ふんどし も、 馬の ふ も だし 



も 同一 任務の もので、 或 霊 力 を 発散 させぬ やうに、 制 

御して おく ものである。 そして、 物忌みの 期間が 済む 

と、 取り 避ける ものである。 事実 朝廷の 行事に 見ても、 

物忌みの 後、 湯殿の 中で、 天の羽衣 をと り 外して、 そ 

こで 神格 を 得て 自由に なられ、 性欲 も 解放され て、 女 

に 触れても、 穢れ ではない 様になられる。 

先に もい うたが、 大湯 坐. 若湯 坐な どが、 御子 を 育て ゝ 

行く 間に、 湯の 中で、 若い 御子の 着物 をと りさけ て、 

まづ其 御子に 触れられ るの は、 若湯 坐で ある。 大湯坐 

は、 前述の 如く、 御子の 父君に つかへ る。 

此みづ の を ひも を 解く と 同時に、 ほんとうの 神格に な 



が、 お通りな される 時に 敷いて、 通られる と、 直に 後 

から 巻いて 行く ものである。 其 を 今では、 新しく 道 を 

栴 へた 形で あると 言うて 居る。 一寸 合理 風で ほんとう 

らしい が、 やはり 誤りで ある。 

天子 様 はかくして、 悠紀 殿. 主 基 殿へ 行かれる が、 其 

間に、 折々 お湯に お 這 入りに なられる。 とにかく、 日 

本の 后の 出る 根本 は、 水の 神の 女で、 御子 をして、 神 

秘な 者に する 為 事 を、 司る 所から 出て 居る ので ある。 

次に 直 会の 事 をい うて 見る。 

一 五 



直 会 は、 直り 合 ふ 事 だと 云 はれて 居る が、 字 は 当て字 

で、 当てに なるまい。 元来な ほる とい ふ 語 は、 直 日の 

神の 「直」 と 関係の ある 語で、 間違 ひの あった 時に、 

匡正して くれる 神が、 直 日の 神 だから、 延喜 式に ある 

所の、 天子 様の 食事の 時に つかへ る最 姫. 次 姫の 事 か 

ら考 へて 見ねば ならぬ。 天子 様が 食事 をせられ る 時に、 

此最 姫. 次姫は 「とが ありと もな ほび たまへ …… 」 と 

いふ 呪 言を唱 へる。 此は、 よし、 手落ちが あつたと し 

て も、 天子 様の 召し 上り 物に は 間違 ひの ない 様に、 と 

いふ 意味のと なへ 言で ある。 普通に は、 座 を か へても 



のす る 時に、 なほる と言うて 居る。 此は 或は、 二度 食 

事 をす る 事から 出た 解釈 かも 知れぬ。 大嘗 祭の 行事に 

見ても、 一度 食事 をせられ てから、 座 を 易へ て、 もう 

一 度、 自由な 態度で お召し 上りな される。 此が 直ら ひ 

の 式で ある。 つま リ、 ゆったり と 寛いだ 式で ある。 そ 

して、 其 席上へ 出る 神 も 亦、 直 日の 神と 言 はれて 居る _ 

平安朝に 入って から は、 直 曰の 神と いふの は、 宴会の 

神、 又は 遊芸の 神と なって 居る の も、 此考 へから 出た 

ので ある。 

大嘗 祭の 直 会の 時には、 大和 舞 ひが 行 はれ、 田 舞 ひが 

行 はれ、 舞姫の 舞 ひも 行 はれる。 そして、 すべての 人 



は、 今までの 厳重な 物忌みから、 開放され る。 直 会 は、 

一 口に 言へば、 精進落ち ともい へる。 だが、 精進と は、 

仏教の 考 へから、 魚 を 食 はぬ 事 を 斥して いふが、 本来 

は、 禁欲 生活 • 物忌み 生活 を 言うた 語で ある。 

昔 は、 正式な 祭りが 済んでも、 猶、 神が 居られた。 そ 

して、 祭りの 後で、 豊かな 気分で 宴席に 臨んで、 くだ 

トヨ ノア カリ 

けた 饗応 を享 けて 帰られた ので ある。 肆宴 (豊明 楽) 

とい ふの は、 此 行事 をい ふので ある。 とよの あかりと 

は、 酒 を 飲んで、 真 赤な 顔になる からだと いふが、 ほ 

ん とうは、 よく 訣ら ぬ。 ともかく、 とよの あかりのう 

ちに、 神 を 満足 させて 帰す、 とい ふの が 本義で あらう。 



五節の 舞 ひ は、 天子 様の 寿命 を 祝福す る 舞 ひで、 天子 

様の 禊ぎ の 時に、 竹で 御身の 丈 を 計って、 御身の 長さ 

だけの 処へ標 をつ ける。 此を節 折と 言 ふ。 折 は繰リ 

返す とい ふ 事で、 竹で 幾度 もく、 繰り返して 計る。 

かう する 事 は 亦、 天子 様の 魂の 事と 関係が ある。 平安 

朝 頃までの 信仰に よると、 天子 様の 魂に は、 荒 世の 魂- 

和 世の 魂と 言うて、 二つあった ので ある。 其で、 天子 

様の 御身の 丈 を 竹で 計る にも、 二度 計った ので ある。 

ョ ヲリ 

竹で 計って 着物 を栴 へて、 其 着物 を、 節 折の 式に 与つ 

た 人々 に、 分配な される。 あらよ の 御衣 • にぎよ の 

御衣と いふの が、 此 である。 



かう 考 へて 来る と、 五節の 舞 ひの 時 も、 実は 天子 様の 

御身の 丈 を、 五 度 繰り返して 計った ので はなから うか。 

さう して、 其 行事に 出る 女が、 五節の 舞姫と いふので 

あったら うと 思 はれる。 そして 五節に 出る 女 は、 天子 

様の 食事の 事に 与った 女で ある。 すると、 供饌に 与つ 

た 女が、 衣 を 進め、 節 折 もし、 舞 ひも 舞うた ので ある。 

舞 ひ を 舞 ふとい ふの は、 みたま ふり (鎮魂) の 意味の 

もので、 他の 意味ではなかった 事と 思 ふ。 

カム ハト リメ 

古く、 神 服 女の 舞 ひとい ふ 事 も 見えて 居る。 此は、 着 

物 を 取扱 ふ 女の 舞 ひとい ふ 事で、 後の 五節の 舞 ひと 同 

一 である。 だから 五節 舞 も 神 服 女 舞 も 同 一 で、 正式に 



其 後に、 忌み を 落す 舞 ひが ある。 此を解 斎 舞と いふ。 

此 がすむ と、 凡て 此 祭りに 与った 人. 神が、 皆 散らば 

る 形になる。 其 時 も、 式に 与った 人た ち は、 お 酒 や 御 

飯 を 頂く。 それから 各人 は、 忌服 をぬ いで、 散会す る。 

散会の 時 は、 男 も 女 も 乱舞して、 躍り 狂うて 帰る。 

一体 宴会の 時 は、 二度目の 食事 をす ませて、 最後の 食 

事の 時に、 主人 側から 舞姫が 出で、 客人 側から は、 い 

ろくの 持ち 芸が 出る。 つま リ、 此は 主人に 答へ る 形 

である。 うたげ は、 打ち上げと いふ 事で、 盛んに 手 を 

柏って やる 事で ある。 此 乱舞の 時に、 巡の 舞 ひとい う 

て、 正座の 客から 次第に、 下位の 客に 廻って 行って や 



る。 

此 中に、 一 つ 面白 いのは、 家の 精霊が 出て 舞 ふ 形の も 

のが ある。 滑稽な 風 をして やる。 此は、 今 見ても、 地 

方の 神社の 祭りの 時に、 滑稽な 踊り をす るが、 皆此精 

霊の 舞 ひから 出て 居る ので ある。 今の 民間の 宴会 は、 
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神事の 直 会 以後の 形 をと つて やって 居る ので ある。 

此処で 一寸、 附け 加へ て 置く。 天子 様 を もてなす 役 は、 

藤 原 氏が やった。 藤 原 氏の 家 は、 宴会に 使用す る 道具 

を、 大事に して 居る。 朱 器. 台 盤 は、 藤 原 氏の 家長が、 

大切に 保存して 伝へ て 居る。 此は、 藤 原 氏 は、 朝廷に 

仕へ て、 祭りの ある 時 は、 神 を もてなす 役 をして 居た 
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